
友　　　　　　　　情（１）

ＮＴＴ退職者の会岐阜 検索
情報労連ＮＴＴ労組退職者の会岐阜県支部協議会の

ＨＰ（ホームページ）を開設しました。 皆さんの身近な情報を掲載したいと思います。

発行責任者
武　田　康　郎

情報労連
ＮＴＴ労組退職者の会
岐阜県支部協議会

第　116　号２０２4年 1月 19日

第42回 バス旅行
兼六園・

自動車博物館見物と
片山津温泉の旅

2024年5月20日（月）～２1日（火）

参加者の募集など詳細につい
ては、次号「友情」117号（4月発
行予定）にてお知らせします。

　

２
０
２
２
年
度
活
動
報

告
、
２
０
２
３
年
度
活
動
方

針
、
２
０
２
２
年
度
会
計
報

告
、
監
査
報
告
お
よ
び
２
０

２
３
年
度
予
算
な
ど
が
提
案

ど
お
り
承
認
・
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

一
昨
年
度
か
ら〝
団
塊
の

世
代
〞も
終
焉
を
迎
え
た
こ

と
も
あ
り
、
退
職
者
数
も
減

少
し
て
お
り
、
会
員
数
は
前

年
度
よ
り
48
名
減
少
し
て

2
，5
3
1
名
と
な
り
ま
し

た
。
　
「
あ
り
が
と
う
」
施
策
で

は
、
２
７
９
名
（
古
希
１
２

４
名
、
喜
寿
97
名
、
米
寿
41

名
）
の
会
員
に
ギ
フ
ト
券
が

贈
ら
れ
、
支
部
協
独
自
施
策

の〝
傘
寿
の
お
祝
い
〞は
、
１

１
１
名
の
方
に
各
地
区
役
員

か
ら
お
祝
い
金
を
渡
し
て
頂

き
ま
し
た
。

　
今
回
の
役
員
の
交
代
は
、

副
会
長
の
古
川
修
武
さ
ん

（
岐
阜
地
区
協
議
会
・
会

長
）
に
替
わ
り
箕
浦
正
さ
ん

を
提
案
し
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
　
役
員
表
彰
に
つ
い
て
は
、

永
年
表
彰
９
名
、
退
任
表
彰

12
名
の
方
が
表
彰
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

☆
永
年
勤
続
表
彰

【
10
年
表
彰
】

　
波
多
野
俊
勝
さ
ん

（
支
部
協
）

　
田
原　
智
さ
ん
（
岐
阜
）

　
藤
井
禎
治
さ
ん
（
岐
阜
）

　
杉
本
信
子
さ
ん
（
西
濃
）

【
５
年
表
彰
】

　
今
井
晴
美
さ
ん
（
岐
阜
）

　
大
野
信
吾
さ
ん
（
岐
阜
）

　
柳
原
美
知
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
岐
阜
）

　
小
倉
厚
司
さ
ん
（
西
濃
）

　
平
佐
孝
義
さ
ん
（
西
濃
）

　
太
田
米
子
さ
ん
（
中
濃
）

　
小
林
幸
造
さ
ん
（
東
濃
）

☆
退
任
感
謝

　
古
川
修
武
さ
ん
（
岐
阜
）

　
井
川
輝
久
さ
ん
（
岐
阜
）

　
多
賀
小
夜
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
岐
阜
）

　
向
井
繫
之
さ
ん
（
岐
阜
）

　
清
水
正
道
さ
ん
（
西
濃
）

　
山
内
律
壽
さ
ん
（
中
濃
）

　
大
野
晋
司
さ
ん

　
　
（
中
濃
：
会
計
監
査
）

　
小
木
曽
美
恵
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
飛
騨
）

　
笹
俣
祥
路
さ
ん
（
飛
騨
）

　
松
下
昌
已
さ
ん
（
飛
騨
）

　
山
下
多
津
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
飛
騨
）

　
山
岡
吉
男
さ
ん

　
　
（
飛
騨
：
会
計
監
査
）

　
今
年
の
第
25
回
支
部
協
総

会
は
、
岐
阜
県
支
部
協
議
会

発
足
以
来
50
周
年
目
を
迎
え

た
こ
と
を
記
念
し
て
、
総
会

終
了
後
に
「
50
周
年
記
念
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

各
地
区
協
議
会
の
総
会

は
、
３
年
ぶ
り
に
全
面
開
催

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
２
０
２
２

年
度
に
逝
去
さ
れ
た
会
員
に

黙
祷
を
さ
さ
げ
た
あ
と
、
２

０
２
２
年
度
活
動
報
告
、
会

計
報
告
、
会
計
監
査
報
告
お

よ
び
２
０
２
３
年
度
活
動
方

針
、
予
算
案
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
、
承
認
・
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

役
員
に
つ
い
て
は
、
幹

事
・
会
計
監
査
に
交
替
が
あ

り
ま
し
た
が
、
全
員
が
信
任

さ
れ
ま
し
た
。

【
岐
阜
】

10
月
25
日
（
水
）　
82
名

ホ
テ
ル
パ
ー
ク

【
西
濃
】

10
月
24
日
（
月
）　
57
名

ク
イ
ン
テ
ッ
サ
ホ
テ
ル

【
中
濃
】

11
月
４
日
（
土
）　
57
名

緑
風
荘

【
東
濃
】

10
月
27
日
（
金
）　
32
名

恵
那
峡
「
湖
楽
園
」

【
飛
騨
】

10
月
20
日
（
金
）　
58
名

ひ
だ
地
場
産
ビ
ル

新役員紹介新役員紹介

岐阜地区協議会
会長　箕浦　正さん

　現在、県下にはボランティアサークルが１５、趣味
のサークルが２４合わせて３９サークルが活動中で、
１１月にそれぞれの地区においてサークル代表者との
意見交換会を開催しました。
　会場やグランドの確保、新規会員の募集など苦労
話しもあるなか、活動を通じた仲間とのふれあいと
“生きがい”、“社会貢献への満足感”などもあり、
メンバーの生き生きとした姿に接することができま
した。
　サークル助成金の継続については、今後も“活動
状況に応じたかたち”で継続していくこととします。

ボランティア＆サークル
代表者意見交換会

年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
様
が
穏
や
か
に
新
年

を
お
迎
え
に
な
り
ま
し
た
こ

と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
は
一
体
ど
ん

な
年
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。

残
念
な
が
ら〝
光
あ
ふ
れ
る

明
る
い
年
に
な
る
〞と
は
言

え
な
い
よ
う
で
す
。
干
支

（
え
と
）
の
考
え
方
に
よ
れ

ば
今
年
は
甲
辰
（
き
の
え
た

つ
）
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

す
な
わ
ち
甲
と
辰
が
合
わ
さ

る
２
０
２
４
年
は
、
辰
年
の

キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
「
変

革
」
や
「
激
動
」
が
示
す
よ

う
に
、
時
代
が
大
き
く
動
く

年
に
な
る
と
言
い
ま
す
。
実

は
こ
う
し
た
予
兆
は
既
に
昨

年
の
秋
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま

し
た
。

　
10
月
25
日
付
け
の
週
間
文

春
が
山
田
太
郎
文
部
科
学
政

務
官
（
当
時
）
の
不
倫
疑
惑

を
報
じ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

わ
ず
か
6
日
後
の
10
月
31

日
、
今
度
は
柿
沢
未
途
（
か

き
ざ
わ
み
と
）
法
務
副
大
臣

（
同
）
が
東
京
都
江
東
区
の

区
長
選
挙
に
関
わ
る
選
挙
違

反
事
件
の
嫌
疑
で
辞
任
。
そ

れ
か
ら
2
週
間
後
の
11
月
13

日
に
は
神
田
憲
次
財
務
副
大

臣
（
同
）
が
辞
任
。
理
由
は

4
度
も
固
定
資
産
税
を
滞
納

し
自
社
ビ
ル
を
差
し
押
さ
え

ら
れ
て
い
た
と
言
い
ま
す
。

法
を
司
る
立
場
の
人
間
が
選

挙
違
反
に
問
わ
れ
、
税
を
司

る
立
場
の
人
間
が
脱
税
容
疑

と
は
、
あ
き
れ
る
ば
か
り
で

す
。
し
か
し
不
祥
事
連
鎖
は

こ
れ
だ
け
で
は
収
ま
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
度
は
自
民

党
・
安
倍
派
の
政
治
資
金

パ
ー
テ
ィ
ー
を
巡
る
裏
金
問

題
が
発
覚
、
松
野
官
房
長

官
、
萩
生
田
政
調
会
長
、
世

耕
参
議
院
幹
事
長
、
西
村
経

産
大
臣
、
高
木
国
対
委
員
長

ら
、
俗
に〝
安
倍
派
5
人
衆
〞

と
言
わ
れ
政
権
の
中
枢
に
い

た
人
た
ち
が
相
次
い
で
辞
任

に
追
い
込
ま
れ
る
と
い
う
事

態
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し

て
第
２
１
２
回
臨
時
国
会
は

大
混
乱
の
中
で
閉
幕
し
ま
し

た
が
、
問
題
は
こ
こ
か
ら
で

す
。
国
会
開
催
中
は
議
員
本

人
に
対
す
る
事
情
聴
取
が
で

き
な
い
と
い
う
制
約
が
あ
り

ま
し
た
が
、
国
会
が
閉
幕
し

ま
し
た
か
ら
、
こ
こ
か
ら
本

格
的
な
捜
査
が
開
始
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
検
察

は
全
国
か
ら
精
鋭
を
集
め
50

人
体
制
で
捜
査
を
行
う
と
の

こ
と
で
、
か
な
り
の
意
気
込

み
を
感
じ
ま
す
。
こ
れ
ま
で

〝
桜
を
見
る
会
〞や〝
森
友
・

加
計
学
園
〞問
題
な
ど
安
倍

派
に
関
わ
る
政
治
と
カ
ネ
の

疑
惑
が
い
く
つ
も
あ
っ
た
に

も
関
わ
ら
ず
立
件
に
動
か
な

か
っ
た
検
察
が
、
今
回
は
か

な
り
の
意
気
込
み
を
見
せ
て

い
る
こ
と
に
多
少
の
違
和
感

を
覚
え
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
に
象
徴
さ
れ
る
よ

う
に
電
子
化
・
デ
ジ
タ
ル
化

に
対
応
す
る
こ
と
を
半
ば
強

制
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

政
治
資
金
に
関
し
て
は
こ
う

し
た
対
応
が
遅
れ
て
い
る
こ

と
自
体
全
く
お
か
し
な
話
し

で
す
。
恐
ら
く
こ
う
し
た
こ

と
が〝
裏
金
作
り
〞の
温
床
に

な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
そ
も
そ
も

〝
派
閥
〞と
い
う
も
の
の
存
在

が
問
わ
れ
る
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。
パ
ー
テ
ィ
ー
券
を
沢

山
売
っ
て
キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
を

受
け
、
そ
の
金
を
使
っ
て
派

閥
内
で
力
を
拡
大
し
、
政
権

の
中
枢
・
役
職
に
着
い
て
行

く
と
い
う〝
派
閥
政
治
〞の
在

り
方
に
根
本
的
な
問
題
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　
円
安
・
物
価
高
に
あ
え
ぐ

国
民
が
、
こ
れ
以
上
政
治
不

信
に
な
ら
な
い
よ
う
、
こ
こ

は
素
直
に
検
察
の
頑
張
り
に

期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

新

　ＮＴＴ労組退職者の会「第25回岐阜県支部協議会総会」は、新型
コロナウイルスが５類に変更されたことを受けて３年ぶりに通常開催
しました。

「安心・信頼・生き甲斐あふれる
　　　　　21世紀、みんなと共に」

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
退
職
者
の
会
岐
阜
県
支
部
協
議
会　
　
　

会
長
　
武
　
田
　
康
　
郎

年
の
初
め
に
考
え
る

各
地
区
協
議
会
総
会
模
様

支
部
協
表
彰

もしもの時や困った時の連絡先に
役立つマグネットプレートの配付

　今年の春に、
皆さんのご自
宅にお送りしま
す。
　目につくとこ
ろに貼付して、
もしもの時や
困った時に連
絡ください。
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【
岐
阜
】山
中　
達
雄　
中
島　
　
清

　
　
　
松
下
信
次
郎　
後
鳥
ひ
さ
子

　
　
　
山
口
あ
さ
を　
西
尾　
孝
示

　
　
　
加
藤　
祐
治　
野
田　
和
利

　
　
　
横
山　
鋭
治　
清
水　
　
昇

【
西
濃
】伊
藤　
正
彦　
樋
口
冨
喜
子

　
　
　
古
川　
幸
代　
河
合　
裕
満

　
　
　
桐
山　
昌
己　

【
中
濃
】和
田　
　
稔　
林　
　
茂
樹

　
　
　
遠
藤　
義
弘　
荒
木　
秋
生

【
東
濃
】磯
貝　
敏
彦　
玉
置　
克
彦

　
　
　
桑
原　
和
男　
田
口　
芳
彦

【
飛
騨
】尾
上　
美
雪　
谷
口　
道
子

【
岐
阜
】市
原　
厚
子　
田
島　
　
等

　
　
　
関
谷
比
呂
志　
鈴
木　
秀
昭

　
　
　
宮
川　
　
肇　
林　
　
秀
昭

　
　
　
井
藤　
豊
子　
中
森　
竜
二

　
　
　
三
島　
敏
彦　
福
井　
律
子

　
　
　
中
島　
幸
男

【
西
濃
】大
橋　
一
夫　
児
島
喜
和
子

　
　
　
田
中　
暁
実　
伊
藤　
　
章

【
中
濃
】玉
田　
正
弘　
吉
田　
頼
近

　
　
　
河
村
佐
代
子　
坂
井　
範
夫

　
　
　
今
井　
文
隆　
吉
田　
安
江

【
東
濃
】三
宅　
康
之　
岡
庭　
繁
男

【
飛
騨
】楯　
眞
由
美　
坂
下　
克
己

　
　
　
上
ヶ
吹
真
智
子

【
岐
阜
】内
田　
　
博

【
岐
阜
】山
口　
嘉
蔵　
小
森　
安
昭

　
　
　
浅
野　
信
子　
鈴
木
冨
佐
子

【
西
濃
】桜
井　
瀧
一　
近
藤　
豊
子

　
　
　
石
崎
智
恵
子

【
中
濃
】長
谷
川　
哲　
沼
田　
茂
彦

　
　
　
小
酒
井
正
子　
渡
辺　
哲
子

【
東
濃
】伊
藤　
兼
光　
下
方　
茂
信

　
　
　
熊
崎　
　
進

【
岐
阜
】日
下
部　
格　
酒
井　
忠
顕

　
　
　
林　
　
利
徳　
名
波　
初
子

　
　
　
安
藤　
久
男　
豊
島　
信
征

　
　
　
杉
山　
友
伸　
篠
田
十
八
明

　
　
　
杉
本　
嘉
伸　
鮎
飛
す
ま
子

　
　
　
藤
吉　
秀
子

【
西
濃
】三
輪　
勝
男　
清
水　
孝
司

　
　
　
土
田　
伍
之　
渡
辺　
勝
子

【
中
濃
】宮
嶋　
照
子　
長
谷
川
勝
利

　
　
　
六
鹿　
靖
男　
西
村　
朝
子

【
東
濃
】村
井　
輝
男　
安
田　
　
明

　
　
　
後
藤　
朝
子　
工
藤　
　
愿

　
　
　
井
口　
房
子

【
飛
騨
】山
下　
五
郎　
野
尻　
豊
之

　
　
　
大
内　
克
幸　
山
口　
　
勲

　
　
　
田
口　
頼
子　
亀
山　
武
男

百
　
寿（
100
歳
）

傘
　
寿（
80
歳
）

古
　
希（
70
歳
）

賀
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
２
０
２
３
年
10
月
〜
12
月
）（
敬
称
略
）

米
　
寿（
88
歳
）

喜
　
寿（
77
歳
）

【
西
濃
】森　
　
邦
彦　
堀　
　
直
子

　
　
　
中
村　
　
聡

【
中
濃
】古
山　
米
子

【
岐
阜
】岩
佐　
　
透　
大
塚　
秀
夫

　
　
　
小
野
木
益
夫　
丹
羽　
尭
庸

　
　
　
山
下　
律
子　
藤
井　
英
一
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　大正１３年１月７日に現在の多治見市
青木町で誕生。今年で百才を迎える事
になりました。
　昭和１３年７月に１５才で現在の多治
見電報電話局へ入局。戦時中と言う事
もあり、１９歳の若さで主任に就き、育成
に従事されました。
　その後、東濃の各局を転任し運用・営業部門などの要職を歴任し長年
に亘り事業の発展に貢献され、瑞浪電報電話局を最後に退職されました。
　退職後は旅行と近辺の温泉巡りなどを楽しんでいたとの事。また、お茶、
お花先生として地元で教えていた様です。
　近況を聞くと、毎晩、電話で妹さん（西尾市在住）と安否確認を兼ねて
３０分程、日々 の状況報告等をしていたと言う事に本当にびっくり！！
　この電話が楽しみの一つであると同時に、気持ちの面での安定剤と活
力源だった様です。
　先般、内閣総理大臣と多治見市長から長寿（百歳）の表彰を受けられま
した。これからもお健やかに過ごされます様に願っています。

（妹さんとの電話による談話から　倉科／記）

山田いつ子さん（東濃）
　無事に１００歳を迎えられたこと、身の回りの世話をしてくれている家
族に感謝しています。
　電電公社時代の思い出としては、１８歳の時に太平洋戦争が勃発し
て、通信兵として従軍し終戦は満州でむかえました。しかし、よく知られ
ているようにソ連軍の侵攻に会い、シベリアへ連行・強制労働（シベリ
ア抑留）を４年間耐え忍びました。よくぞ生きて帰国できたものだと自分
でも感心しています。
　終戦後は通信技術者とし
て、日本中あちこちへ工事に
出かけたことや昭和３５年の
安保デモのため、東京へ出
かけたこと等が思い起こされ
ます。
　退職後は好きな絵画に没
頭しており、写真の絵も私の
作品です。

（箕浦／記）

内田　博さん（岐阜） 1923（大正12）年
12月2日生まれ
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　支部協主催の第２１回グラウンドゴルフ交流会が１１月１６日（木）、関市：中池公園グランドにお
いて開催されました。岐阜、西濃、中濃、飛騨地区協から総勢４１名が参加、絶好の天気に恵まれ
るコンディションの下で８ホールを２回、計１６ホールで日頃の腕前を競った。和気あいあいの中
にも闘志みなぎるプレーがみられ、９名の方がホールインワンを達成しました。
　男性と女性の部に分け、第４位の「中濃賞（中濃主催）」や、前々回から導入した各グループか
ら１人選出される「ラッキー賞」もあり、多くの方が受賞されました。

　＜男性の部＞ 　　　　　　　　 ＜女性の部＞　
優　勝：神戸富男さん（飛騨）　優　勝：尾崎悦子さん（西濃）
準優勝：山田道正さん（中濃）　準優勝：小谷厚子さん（中濃）
三　位：村瀬秀志さん（岐阜）　三　位：兼松直美さん（中濃）
中濃賞：中島秀孝さん（中濃）　中濃賞：田中秋子さん（中濃）

　●日　時　　11月10日（金）～ 13日（月）
　●会　場　　岐阜市民会館２Ｆ展示ギャラリー
　●展示品　　日本画、洋画、水彩画、水墨画、書、絵手紙、
　　　　　　　写真、版画、工芸、手芸、等
　●出展数　　25名　73点
　東海電電旧友会岐阜県支部岐阜地区主催、ＮＴＴ労組退職者
の会岐阜地区協議会協賛で開催、展示会には柴橋岐阜市長を
はじめ、ＮＴＴ岐阜支店長、ＮＴＴグループ会社の幹部の方々、近
隣住民の皆さん、会員及び家族の３０２名にご来場いただき、久
しぶりに会った方々との懇談や作品の作り方に関するお尋ねも
あり、有意義な交流の場となりました。　　（箕浦　正／記） 男性の部 女性の部

グラウンドゴルフ
　　　　 交流会

第21回令和5年度
NTT-OB・OG会
（岐阜地区）
美術展を開催

　2024年、新たな年を迎えました。2006年７月末日に
NTTを退職して以降、退職者の先輩の皆様には温かい
ご支援をいただき、誠にありがとうございます。
　昨今、NTTを巡る話題が多いことから、2024年最初
のご挨拶は情報通信に特化したいと思います。私、吉川
さおりは2007年７月の初当選以降、経済産業委員長の
任にある間を除き、一貫して情報通信政策を所管し、
NTTの監督官庁でもある総務省の案件を扱う総務委員
会に所属し、この間、与野党双方の立場で委員会の取り
まとめを担う筆頭理事を複数回経験してきました。現在
も３期１７年の議員として総務委員会に所属しています。
　これまでの国政活動で取り組んできた情報通信以外の政策課題も含め、初
心と感謝の気持ちを常に携え、生活者・勤労者・納税者の立場に立った政治の
推進に向けて力を尽くしてまいります。今後ともよろしくお願い申し上げます。

参議院議員
吉川さおり

　NTT労働組合退職者の会岐阜県支部協議会の皆さ
ま、新年明けましておめでとうございます。私の政治活
動に大きなご支援・ご声援を賜り、誠にありがとうござい
ました。
　おかげさまで私の国政活動も3期14年目に入りまし
た。おととしの参院選後からは、参議院立憲民主党の国
会対策委員長筆頭代理として国会運営の最前線に立つ
と同時に、参議院予算委員会の野党筆頭理事を兼務し
て政策論戦の先頭にも立ち、奮闘を続けています。
　私自身、本年も、退職者の会の先輩方のご期待に応えるべく、「つながって、
ささえあう社会」の具現化をめざして研鑽を重ね、全力で国政活動に邁進して
参ります。どうか引き続きの指導、応援をいただきますことをお願い申し上げ、
年初にあたってのご挨拶とさせていただきます。

参議院議員
石橋みちひろ
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